
大学 ･ 高専の建築学科に お ける実験後の コ ンクリ ー ト試験体の廃棄方法に 関

する調査研究 一 環境保護も鑑み た大学及び高専が活用できる小冊子の作成 -

( 平成7 年度科学研究費補助金 ･ 奨励 ( B ) 研究結果報告)

和藤 浩 ( 工学部 ･ 技術部 ･ 第 1 技術系第 2 班 (建築学科) )

1 . は じめに

日本に お い ては ､ 鉄筋 コ ン クリ ー

ト ( R C ) 造建

物が作ら れるよ うに な っ て ､ 7 0 - 8 0 年程度が経過

してい る ｡ R C 構造物は ､
こ の ように耐用年数を経

たもの は もちろん ､ 必ずしも寿命が こなくても ､ 機

能的な問題か ら取 り壊さ れる ことも多く ､
コ ンクリ

ー

ト廃材 は ､ 年 々 増加の 傾向に ある ｡ 解体された コ

ンクリ
ー

トは ､ そ の ほと んどが最終処分場 へ 埋立て

られてき たが ､ 最近では ､ 処分場確保が 困難な状態

に な っ て きて い る ｡ そ こ で ､ 利用できる 可能性の あ

る もの に つ い ては､ 適切 な処理ま たは加 工するなど

して ､ 再生材と して有効利用を図る こと が望 ま しい

1 ) ､ 2 )
｡
こ こ に

､ 建設産業廃棄物 の リサ イク ル例

を旦 ニ ⊥に 示す
1 )

｡ 私 たちの 職場 であ る大学や 高

専に お い て も､ 毎年か なりの 量の コ ン ク リ
ー

ト廃材

が発生する ｡

本研 究 では ､ 建築学科をもつ 大学及び高専にお け

る実験後の コ ンクリ
ー

トの試験体及び捨てコ ン クリ
ー トの 処理方法の 現状と実態及び有効利用方法に関

する調査研究を行 い ､ 今後の あり方に つ い て提言し ､

小冊子 を作成するととも に ､ 各大学 ･ 高専に小冊子

を寄贈して有効利用 してもらうこ とを目的とする｡

2 . 調査方法

本研究の調査方法を図 - 2 に示すように行 っ た ｡

2

本研究 に 関する建設系産業廃棄物と有効利用に係

わる資料 ･ 情報の収集を行っ た｡

また ､ 大学 ･ 高専に送付するア ン ケ ー トに つ い て

具体的な方法および計画 を確定し ､ 協力 を して もら

える大学 ･ 高専を選定した｡

送付するア ンケ
ー

トの つ い ては ､ 択 一 方式と し､

若干な コ メ ン ト等を書い てもらうような形と した｡

その ア ンケ
ー トの 主な内容を表

-

1 に示 す｡

2 . 2 ア ンケ
ー トの発送 ( 7 月)

2 . 1 で選定した大学 ･ 高専に ､ ア ンケ
ー

ト用紙を

発送 した｡
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2 . 3 ア ン り まとめ

大学 ･ 高専か らの ア ン ケ ー

ト返送後 ､ ア ン ケ ー ト

結果をま とめるとともに ､ 興味深い もの ､ 優 れた利
用方法等 を行 っ て い ると思 われ る大学 ･ 高専 を ピ ッ

クア ッ プ し､ 現地での 調査の許可を得た ｡

2 ･ 4

2 ･ 3 で承認してく れた大学 ･ 高専に つ い て ､ 担当
者か らの意見 ･ 情報等を現地 での調査を行 っ た o

し か し ､ 研究兼の 都合上 ､ 現地調査 を行 っ た大学 ･

高書は近 県の 数大学であ っ た｡ 残りの 目立 っ た大学

に つ い ては ､ 電話等の ヒア リン グ調査と した｡

2 . 5 1 1
､
1 2

ア ン ケ ー ト調査結果 ､ 現地調査お よぴ ヒヤ リン グ

調査を中心 に分析 ･ 考察を行っ た｡

2 . 6 ノ

2 . 5 でまと めたもの を小冊子と して作成した｡

2 . 7 小冊子 の 発送 ( 3 月)

協力を して頂い た大学 ･ 高書 に小冊子 を寄贈 したo

3 . 調査結果
ア ン ケ

ー

トの送付数及 び回答数 は以下 に示す o

●ア ン ケ ー

ト送付数 : 7 9 ( 大学 : 7 0 ､ 高書 : 9 )

●ア ン ケ ー

ト回答数 : 6 2 ( 大学 : 5 4 ､ 高専 : 8 )
3 . 1 コ ン クリ ー

ト 1 0 ×2 0 c m

3 0 c m ) に つ い て

ア ン ケ ー ト結果を盈 = j
_
に示す｡

( り ｢ 有効利用｣ 及び ｢ 一部有効利用｣ して い る

場 合の 具体的説 明
･ 近くの住民に無料であ げて い る

｡

･ 建築学科あよび大学構内の 花埠と して利用して い

る o
･

重 しとして利用 して い る ｡
･ 再生骨材と して利用 して い る ｡
･ 買 い 手がある ｡

( 2 ) そ の他の 個人的な意見
･ 有効利用を考えて い るが

､ 手が回らない ｡
:.:

㌔ _ _丘迫土 ｣ .
ニ7 リ ニ ト供丘呈 _ _

･

.
R エ盛_ . 性差 _ 立

つ い て

ア ン ケ
- ト結果を良 二 A に示すo

( 1 ) ｢ 有効利用｣ およぴ ト 鮪 勅利用｣ して い

る場 合の 具体的説明
･ 板状の もの は ､ そ の まま敷石に利用してい る ｡
･ 破壊させ て ､ 鉄筋を取り除巻数石と して利用 して
い る o

･ 土留めとして利用 して い る o
･ 共 同実験の企業先 で展示 してある ｡
･

コ ア を抜き ､ 力学的性質 ､ 中性化 ､ 等を究明す る ｡
● タイ ルを接着し ､ 材料施工 の研究室 で利用｡
･ 補修 ･ 補強の実験に利用｡
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･

参 考 の ため に 保存 o

( 2 ) その他の 個人的な意見
･

場 所が あれば､ 保存したい ｡

3 . 3 た フ レ シ ュ コ ン ク リ -

に つ い て

ア ン ケ ー ト結果を且 二 主に示 す o

- 1 7
7
ン - トの主 な

7
7

ン ケ
ー ト内 晋

a . 1 コ ン クリ
ー

ト 1 0 × 20 c m

3 0 c m . 角 相 銀) に つ い て

□ 有効利用 し て い 香｡ ロ
ー 怒有効利用 し て い る ｡

□ 廃棄処分 し て い る｡ □ その 他 ｡

Q . 2 鉄青石コ ン ク リ
ー ト俵 ま 体 ( R C 一陣

･ 梁 誓) に

つ い て

⊂] 有効利用 し て い る . [コ
ー

缶 有効利用 し て い る D

□ 廃 棄処分 し て い る o □ そ の他｡

Q . 3 n i入み の 既 に余 っ た フ レ "

J シ ュ コ ン ク リー ト

i = つ い-
,

□ 有効利用 し て い る｡ ロ
ー

缶有効利用して い る.

□ 廃 棄処分 し て い る ｡ ロ そ の 他｡

Q . 4 音 大 学
･

悪 書 で は L 主剤陰径 の 供 託 体 育 壇 蕃 は

あ り ま す か

[コ あ る ⊂】な い [コ そ の 他

Q , 5 そ の 供 鼓 佐 は . どの よ う に 机 押 して い ま す か

□ 廃 棄物処理業者 に任 せ る任 せ る｡

口 中間処理場を通 し て処理 して い る o

口 中間処理場を通 さずに処理 し て い る .

[コ 個 人的 に 処 理 し て い る ｡

C L 6 処 理 ･ 机 令 す る碩L8 は と の く ら い で す か

[コ 年 1 回 [コ半年に 1 回 [コ月 1 回 [コ そ の 他

IIIIT 有 桝 順 し て い る

E コ -

部有効利用 し て い る

■■ 有効利用 して い な い

□ その他

3 コ ンクリー ト



■ 有効利用 し て い る

E ≡] 一部有 那り用 して い る

闇 有効利用 し て い な い

□ そ の 他

コ ン ク リ ー 卜に つ い て

6 2 % 匡ヨ ある

切 ない

⊂コ その他

図 - 6

( 1 ) ｢ 有効利用｣ あ よぴ ｢ - 部有効利用｣ して い

る場合の 具体的説明
･ 薄型の 型枠に打込 み薄板を作成してい る o
I

≠1 0 ×2 0 c m の 型枠に打込み 花埋に 利用して い る D
･ 実験室の 補修材料として利用 ｡
･ 土間 コ ン クリ ー トと して利用｡
･ な る べ く余らない よ うに エ夫する o
･ 生 コ ン 業者に その まま引き取 っ て もらうo
･

≠1 0 ×2 0 c m の 型枠に打込み ､ 学生実験､ 学園祭 ､

高校生 ･
一

般の 学内見学 ･ 体験学習に利用｡

( 2 ) フ レ ッ シ ュ コ ン クリ ー

トの ｢ 処理方法｣ に 対

する具体的説明
･ セ メ ン ト袋 ､

ビ ニ ー

ル袋に 入れて固ま っ てか ら廃

棄する o

3 1 4

ア ンケ ー

ト結果を且 二且に示す o

( 1 ) 試験後の供試体置場 (主なもの)
･ 実験室の 空地に コ ンクリー ト枠で仕切 っ て ある o
･ 地学缶と共通の産業展乗物3( 場を使用.
･

野疎み状態.
･ 大学で設fE されて い る産業展薫物正鳩を使用 o

( 2 ) 試験後の供託体荘場 ( 寸法が記載されて い る

回答)

ア ン ケ
ー

ト結果で寸法が表示されてい るもの を真

二 .乙に示す｡

3 . 5 3 . 4 での 供託体の 処理方法

ア ンケ - ト結果を国 ニ ヱ_

に 示す ｡

- 44

1 0 %
5 %

っ た フ レ

■■ 有効利用 し て い る

匡≡ヨ 一

缶右 脚 順 し て い る

l ■ 右 肘 帽 し て い な い

[: = ] その 他

シ ュ コ ン クリー トに つ い て

5 % 2 %

匿∃ 廃棄物処理葉音に任せ る
J q 個人的に処分 す る

⊂コ その他

93 %

匡 ト 7 供 証 体の 肌理
･ 机 令方法 に つ い て

( 1 ) 処理方法に 関する具体的説明
･ 業者が独自に確保 してい る産廃埋立地 ( 山間地)
へ 持 っ て い き ､ 処分してい る ｡

･ 試験体制作業者に ､ 実験後の シ リン ダ ー

､ 供試体

の 廃棄を全 て依頼 して い る ｡
･ 超 大型 の供武体 は ､ は つ り業者に は つ らせ て か ら

処分する こともある ｡
･ 知 り合 い の 建設会社の 処分地で処理 して い る o
･ 委託研究の時 ､

まとめ て処分をお願 い して い る ｡
･ 市の 指導に従 っ て い る o

( 2 ) 処理 費用に 関する具体的説明
･ 年度末に材料研究室 ､ 構造研究室合 同で処理 業

者に有料で引き取 っ て もら っ て い る (4 . 5 t 車1

台で4 . 5 万 円) o

･ 年末 ､ 個人的に再処理 工場 ( 路盤材料を生産) へ

持参して処理 して い る ｡ 2 t 車 1 台で1 0 0 0 円後度｡
･ 年間約1 0 - 1 0 0 万円
･ 建材屋 に料金を払 っ て ､ 引き取 っ てもら っ て い る ｡

( 3 ) 処理共用の 負担者
･ 大学が負担
･ 工 学部 が負担
･ 講座 t
･ 捨てた主に 応じて各研究室か ら集める ｡

( 4 ) そ の他の コ メ ン ト
･ 学内に未整地の 所が多く ､

クラ ッ シ ャ
ー

があれば

路盤用砕石と して利用した い o
r 兼用が毎回か さみ因っ てい る o



寸法等 構法等 備考

間口3.8
m X 奥行4 . O m 補 強 コ ン クリ - ト ブロ ッ ク違

半 年程度置 い て あ く ウX 高 さ1. 4 m ( 床 : コ ン ク リ-- i . )

間 口1.
4 m X 奥行1 .2 m コ ン ク リ- 卜フ ロ ン ク製 コ ン ク リー ト試験体 力

■
ラ と木製型枠及び鉄

×志 さ0.
8 m ( 2 ケ 所) 砿と分 け て貯 め る

D

2
. 5 m 四 方 プ ロ.ノ ク囲 い ( 屋書片付) R C 供 読 休 は野 天 ス ペ - ス つ

大 学構内 に 常時設置 し て あ る廃 棄物処

理 業者 の ト ラ ノ ク の 荷台
梁 . 柱 等の 大型 の供託体 は実験室内

o

3 m X 7 m コ ン ク L) - ト製廃車カ置 場
金 属類 (鉄 筋 . 鉄 骨) は機 械 工 学科 等 と 共

通 の 回 収所 ヘ o

4 丑 は ど の 部屋
小 さ い もの は ､

ス チ ー ル 胡を実験室の 隅 に

置 い て保存o

2 m X 3 . 5 m 3 辺 が コ ン ク リ - ト ブ ロ ッ ク 大 き な供試体 は ､ 野 天 ス ペ - ス o

4 m X 4 m
コ ン ク リー ト土間に ブロ ッ クで 周囲を 鋼材は ､ 雨が か り の な い 場所 に木毒針士切 に

囲 つ たL, て鉄筋と型壬削こ分別

l l .5 m X 1 . 8 m X O .9 m R C 製ス ト ッ ク ヤ -

ド
あ る程 度 ､

コ ン ク リー ト と R C ガ ラ に 大別

で き る o

8 m 2
厚 さ1 0 c m ､ 高さ1 m の壁

(床 は コ ン ク リー ト)
R C 供 託体 は ､ 大別 でき る o

･ 処理 # が計上され て い な い の で費用の 工 面 が難し

い ｡

･ 現在は ､ 大学が
一 括して費用を払っ てく れる が ､

各学科負担とな ると処理 しき れなくな るの で は な

い か と思 っ て い るo

3 . 6 如理 ･ 処分 する頻度 に つ い て

ア ンケ
ー

ト結果を図
-

8 に示す｡

( 1 ) ｢ その 他｣ の 処理 ･ 処分の 頻度の 内訳け
･ 試験体置場 が い っ ぱ い に なり しだ い D
･ 2 年 に 1 回 ｡
･ 3 年 に 1 固 ｡
･ 年 4 回 ｡
･ 年3 回 ｡
･ 実験ごとに o
I 4 - 5 年 に 1 回

･ 鉄妬 ･ テ ス トピ ー

ス : 年l 回 ､ R C 等式検体 : 辛

年に 1 回 ｡
･ ま だ ､ ほとん ど行 っ て い な い o

4 . ま と め

ア ン ケー ト調査の結 果より 以下の こ とがまとめ ら

れる ｡

1 ) 大学 . 高専に ぉ ける コ ン ク リー ト試験体の 処理

方法は ､ 予想され たこ とでは あるが ､ 極めて多

様で あ っ た｡

2 ) 小さな研 究室単位 で処理 する とこ ろもあれば ､

学 校全体と して処理すると ころ もある o

3 ) 研究室の 置か れ て い る環境に も依存する ため ､

ど の処理方法が最も適切か は ､ 個々 の 研究室の

判断に 委ね られよ う｡

本調査研 究 は ､ 全国6 2 の研 究室 か らア ン ケ ー ト に

4 5

4 1 %
E コ 年 柑

l ■ 半年にl 回
■ J1 ･ こ I

[ コ その他

2 5 %

図
- 8

対する回答をまとめ た｡ そ して ､ 各大学 ･ 高専に 寄

贈した研 究結果報告書 に お い ても ､
ア ン ケ

ー

トの 回

答結果を大 雑把に取 りま とめる に止 ま っ たが ､ 類似

した実験項目を取 り扱う こ とも多い と思われ る他の

建築系研 究室に も何らか の 有用な情報が含まれ て い

る と推測 さ れる｡ 筆者の 力量不足もあ っ たが ､
こ の

研 究結果報告書が: コ ン クリ ー

ト試験体 の処理 を考

える うえ で ､

一

つ の 資料 として役立 て て 頂ける こ と

を願 っ て い る ｡
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